
図１ 広島・可部の時間別風向・風速変化 
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広島市における海陸風の特性とＳＰＭ挙動の関連性 
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広島工業大学工学部 正会員    石井 義裕 
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１．研究目的 
日本は、海に面しており、海岸に発展した都市が多く見られる。また、単調な地形が少なく、多くの部分

が複雑な地形を持っている。さらに、多くの海岸付近にある都市では背後に山地を形成している。そのため、

都市の風向・風速が長時間持続することは少ないため、海陸風や山谷風などの局地風がおこりやすくなって

いる。 
本研究では局地風の１つである海陸風に着目するため、上で述べた典型的な日本の都市であり凪という特

徴的な現象が生じる広島市に着目した。そして、海陸風によって広島市に及ぼす影響、熱の移流・ＳＰＭの

拡散について研究を行う。なお研究対象日を夏の晴れた日が５日間続く１９９９年７月６日～７月１０日・

１９９９年８月９日～１３日とした。 
 

 ２． 気温と海陸風の関係 
広島・可部の２ヶ所を対象にして、 
アメダス観測データ、気象庁より提供  
頂いたデータより図１に広島・可部の 広島 
風向風速の時間別変化を示し、図２に 
気温の時間別変化を示した。これらよ 
り海陸風が広島市においてどのような 
影響を与えているのかの検討を行った。 
  図１より広島市において海風は１１ 
時頃から吹き、陸風は２０時頃から吹 可部 
いていることがわかる。また海陸風は 
内陸部（可部）になるほど風速が弱ま 
り、その地形独自の風（山谷風）の影 
響を受けやすくなっている。図２より 
広島よりも可部のほうが最高気温が高 
く、最高気温の出る時間帯が１時間遅 
れていることがわかる。これは図１で 
示されている海風によって広島の熱が 
可部に移送され、（可部の熱）＋（広島 
の移送された熱）によって最高気温が 
高くなっており、また広島と可部との 
距離、約１４．６ｋｍが時間のズレを 
生じさせていると考えられる。また、 
広島と可部では広島の方が最高気温と 
最低気温の差が小さくなっている。こ 図２ 広島・可部の時間別気温変化
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図３ 皆実小・比治山のＳＰＭと交通量の時間変化

れは広島が都市化によって熱を保温し易くなっている影響が出ているためと考えられる。 
 

3.  SPM・自動車交通量と海陸風の関係 
海陸風とＳＰＭ量と自動車交通量の関連性 
を調べるために、広島市内の１１点の観測点 
を対象とした。ここでは皆実小と比治山と可 
部小をピックアップした。図３は市内中央部 
の皆実小・比治山、図４は広島市北部の可部 
小のＳＰＭと交通量の時間別変化を示す。 
図３、図４より交通量が増加する９時～１９ 
時にＳＰＭ量も増加していることがわかる。 
図４より最小交通量は３時で、最大交通量は 
１８時、最小ＳＰＭ量は２時で最大ＳＰＭ量 
は１８時となっており、ほぼ同様の時間に両 
者の最大値、最小値が出ており、交通量とＳ 
ＰＭ量の間に関係が認められる。一方可部小 
付近の交通量は最高で１７時の８００台で、 
皆実小と比治山は１８時の３５００台と明ら  
かに可部小付近の交通量は少ないが、ＳＰＭ 
はほとんど変わっていないことがわかる。こ 
れらより、広島市における SPM量の増加要 
因は、交通量の増加と交通渋滞によるもので 
あるといえる。図５に可部小のＳＰＭと交通 
量の時間別変化を示す。図５から海風が吹い 
ている１２時～１８時の時間帯に著しくＳＰ 
Ｍ量が増加している。これは南に位置する広 
島市中心部と２号線沿いで発生したＳＰＭが 
海風の影響を受けて可部小付近へ運ばれ、可 
部小でのＳＰＭ量の増加を引き起こしている 
と考えられる。 
 
４．まとめ 
広島中心部はヒートアイランド現象によっ 
て熱は保温されており、その熱を海風によっ 
て可部まで移送することが可部の気温変化、 
特に最高気温を高くする要因となっている。 
また対象としている地域においては、ＳＰＭの発生源は自動車であり、交通量の増加と交通循環の悪化によ

ってＳＰＭ量は増加している。海風が吹くことにより SPMは内陸部へと輸送されることがわかった。この
交通量の増加と交通循環の悪化に海風が重なることによって内陸部においてはＳＰＭ量は著しく増加する。 
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図４ 可部小のＳＰＭと交通量の時間別変化 

図３ 皆実小・比治山のＳＰＭと交通量の時間別変化 

図５ 可部小のＳＰＭと風向・風速の時間変化 
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